
関西学院大学スカイセミナー

SKY SEMINAR

VoL35　都市再生と大学教育

｢産官学民｣の連携で

都市を再生

宝塚をフィールドに
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関西学院大学　商学部助教授

関西学院大学の学生による市街地活
性化案のプレゼンテーションが終わると'会場からは惜しみない拍手がわき起こった｡宝塚市民200人に向けて昨年2月2 9日に開催された｢活力ある宝塚創造フォーラム｣での出来事である｡

同日､フォーラム前に'関西学院大学は

宝塚市と中心市街地活性化に関して包括連携協定を結んだ｡宝塚歌劇団の本拠地として有名な宝塚市だが､近年は宝塚ファミリーランドの閉園'温泉旅館の相次ぐ閉鎖など不況の影響を大き-受けている｡その活性化のために､行政と大学が手を組み'｢産官学民｣の連携を進めるための協定である｡

協定に先立ち､一昨年9月から半年間､

国からの助成金を得て'宝塚中心市街地活性化に関する調査を宝塚市とともに関西学院大学教員･学生が中心となって進めていた｡学生は現状を調査し､行政への新たな施策提案を行うなど'市民をはじめ市行政や企業関係者などとわたりあって活動した｡その中には'提案実現への道筋を探ろうと､外資系企業の東京本社に乗り込み誘致に向けたプレゼンテーションを行った者もいる｡現実の世界のなかで撮まれた学生は'目を見張るスピードで成長した｡

地域活性化の諸提案･実践は提案者
それぞれが大学学部の専門性を活かしつつもう学部横断的な観点からの錬成が必要である｡学生が所属する学部の専門性を活かしながら'他称専門分野の教員

による指導も受けることができるように'この宝塚市での取組を5学部にわたる専任教員と学外専門家1 0数名が担当するフィールドワーク科目として発展させた｡その教育プログラム｢学生による『劇場空間･宝塚』の都市再生｣は'昨年9月に文部科学省｢現代的教育ニーズ取組支援プログラム｣に採択されている｡

大学は昨年日月に宝塚市に学生や教
職員らの連携活動拠点として地域連携センターを設置した｡また'同時に担当教員や専門家による関連研究機閑として学内に歌劇研究センターと都市創造研究センターも開設し'宝塚を研究対象フィールドとして'学際的研究を進めている｡たとえば､都市創造センターのテーマの一つに｢福祉｣がある｡センターでは'福祉学だけでなく､経営学'都市政策学の研究者'あるいは実際に福祉の現場で活躍している人などが集まって'宝塚にふさわしい福祉の実践のあり方を視野に入れながら､多角的に共同研究している｡また'歌劇研究センターでも､演劇論だけではなく､美学'経営学､経営史'会計学の研究者が共同研究を進めている｡現在､宝塚の活性化対策は提案の段階から実施･検証の段階に入っており､教育のフィールドとしてだけではな-研究対象としても興味深いものがある｡

きもと･けいいち　1988年､関西学院大学大学院商学研究科博士課程後期課程修了｡関西学院大学商学部助教授/学長補佐｡｢学生のよる『劇場空間･宝塚』の都市再生｣推進責任者｡歌劇研究センターセンター長｡専門は会計学
(アジア会計論･会計基礎概念論)0
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